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58 CSW データ

• 主要テーマ： 女性と少女にとって
ＭＤＧｓの実施による成果と課題

• 会期：3月10日～21日（３月中旬でも寒かった）

• ＮＹに集まった女性たち：３０００～５０００人

• ＮＧＯによるパラレル・ｲﾍﾞﾝﾄ：３５１件(ハンドブック掲載分）

• ＮＧＯ＋ＧＯのサイド・ｲﾍﾞﾝﾄ：１３１件(サイドｲﾍﾞﾝﾄ告知分）

• 日本から参加したＮＧＯ：約５０名
• 本会議で発言を要望した各国政府代表：１５１名

～日本は石原外務政務官が２日目に
• 本会議場は、NLの仮設会議室から本会議室へ
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改修工事を終えた会議場C2

• 仮設のNLBから、元来の会議場に

NGO参加者の役割

• ｲﾍﾞﾝﾄを主催し、主張を世界にアピールする

• ｲﾍﾞﾝﾄに参加し、世界の女性たちとの交流を
深める

• ＣＳＷ本会議を傍聴し、世界の流れを知る

• 本会議で採択される文書に対し、NGOとして
の意見を反映させるために活動する

• ＮＧＯのCaucusやInternationalを通して、あ
るいは直接、各政府に意見を具申する



ＮＧＯによる→パラレルイベント

• パラレルｲﾍﾞﾝﾄの特質：

• 運営管理＝ＣＳＷ・ＮＧＯ委員会（会場の割り当ての他、
ハンドブックの作成、ＮＧＯ参加者のためのブリーフィングな
どを実施）

• 申し込み＝各ＮＧＯが CSWNGOに行う

• 会場＝国連ビル外の施設(チャーチセンター等）

• テーマ･内容＝ＮＧＯが自主的に決めて実施

• 各割り当て時間＝９０分

• 日本からの参加＝｢女性が支える日本文化;パ
フォーマンス付」（ＢＰＷ）など

ＮＧＯ＋ＧＯによる：サイドｲﾍﾞﾝﾄ

• サイドｲﾍﾞﾝﾄの特質

• 運営管理＝国連当局（会場の割り当て、傍聴券の配
布、ネットによる広報、施設使用料徴収などを含む）

• 申し込み＝政府（ｏｒ国連機関）が行う

• 使用施設＝国連本部内の会議室等

• 各ｲﾍﾞﾝﾄの割り当て時間＝７５分

• 位置づけ＝ＮＧＯと政府(ｏｒ国連機関）による
ジョイントプロジェクト



３ＮＧＯｓ＋国連日本政府代表部

共催事業としてサイドイベントを実施

• タイトル＝
自然災害による被害削減と女性のエンパワーメント
Disaster Risk Reduction and Empowerment of Women

• 58CSWの主要テーマとの関わり＝
[MDGs（８項目）の実施と課題]～
③ ジェンダー平等の推進と女性の地位向上、他

• ３ＮGＯｓ＝
国際婦人年連絡会 / ＪＡＷＷ（日本女性監視機構）/
国連ＮＧＯ国内婦人委員会

なぜこのテーマか

• 自然災害が世界的に増加する中で

• 東日本大震災は、女性のエンパワーメントとジェン
ダー平等が災害のリスク削減に重要な鍵を握ること
を学習した

• 体験に基づく提案こそ、世界に発信すべきと考え

• さらに、政府が､関連する決議案を提出する方向に
あることを考慮し、

• 政府とＮＧＯが足並みを揃えて世界に提案すること
の意義を認識して設定となった。



サイドイベント実施データ

• 実施日時＝３月１４日１５：００～１６：１５

• 会場＝ハマーショルド講堂（国連本部内）

• 入場者＝１６０名以上（定員１６０）…推定１８０人

• 参加国＝３６カ国（アンケートによる）

• 希望者の入場方法＝国連ビル通行証ｏｒ入場券

• ゲートから会場までの案内＝（ゲートは４７ストリート
にあり、会場は４２ストリート沿い、その距離は）

• 配布資料の作成と準備＝当日到着の資料もあり、
さらに参考パンフも多く、担当者はてんやわんや

会場＝
国連本部内ハマーショルド講堂



当日のプログラム




